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研究目的 
（300字程度） 

コレクチンは、コラーゲン様領域と糖認識領域を持ち、これらの

領域を介して異物を認識することで、様々な免疫反応を惹起する生

体防御分子であると考えている。	 申請者らはコレクチン CL-K1を
同定し、現在遺伝子改変マウスを用いて in vivoでの機能解析を行っ
ている。本研究では、遺伝子改変マウスを利用し、微生物感染に対

する CL-K1の生体防御における機能とコレクチン CL-K1の新規の
機能を明らかにすることを目的とした。 

研究内容・成果 
（1000字程度） 

	 これまでの in vitroでの検討の結果、CL-K1は肺炎球菌と強い結
合を示すことが明らかとなった。また、その結合様式は従来考えら

れていた糖認識領域を介したカルシウムイオン要求性の結合様式で

はなく、糖鎖非特異的な電荷を介した結合であることを明らかにし

た。 
そこで CL-K1の細菌感染に対する機能を明らかにするため、２型

肺炎球菌 D39株を用いて感染実験を行い、感染後の表現型解析を行
った。当施設では使用する CL-K1 ノックアウトマウスの繁殖を行
い、感染実験は旭川医科大学の動物実験施設のバイオハザード安全

対策室にて行った。実際の感染実験では、i ) 感染後の生存率、ii ) 感
染後肺中の菌数、iii ) 感染後肺の炎症スコアを比較することで評価
を行った。全ての感染実験の前に、ワイルドタイプ(WT)マウスを用



いた感染予備検討を行ない、菌数の確認と実験動物苦痛軽減のため

の実験エンドポイントを決定した。肺炎球菌感染実験の結果、CL-K1 
KOマウスは同腹WTマウスと比較し、有意に低い生存率を示した。
また、感染後の肺中肺炎球菌数が WT マウスと比較し有意に多いこ
とから、感染後肺からの肺炎球菌除去能力が低下していることが明

らかとなった。さらに、高い炎症反応を示すことが明らかとなった。

このことから、CL-K1遺伝子欠損により肺における高い炎症が惹起
され生存率の低下につながることを明らかにした。 
	 コレクチン CL-K1の新規の機能を明らかにするため、実験小動物
用イメージング装置 Latheta LCT-200 を用いて 6 週齢成獣マウス
および新生マウスの骨格撮影を行った。その後 3D 画像構築ソフト
avizoを用いてWTとCL-K1 KOマウスの骨格形成の比較を行った。	
その結果、CL-K1 KOマウスにおいて骨の異常形成の表現型が明ら
かとなった。本来、自然免疫分子として様々な免疫反応に関与する

CL-K1が、胎生期、出産直後の形態形成の過程では、骨形成に関わ
っていることを明らかにした。 
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